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スマート農業の活用による経営の効率化をめざして 

～携帯端末等を活用したほ場管理システム研修会を開催～ 

 

海匝農業事務所改良普及課 平成３１年２月１５日発 

 

 

大規模化が進む農業経営では、管理するほ場数が増える中、ほ場管理状況の把握や栽培

記録の管理、従業員等への指示方法の簡便化が課題となっています。 

そこで農業事務所では、２月７日にスマート農業関係企業から講師を招き、「携帯端末

等を活用したほ場管理システム研修会」を旭市内で開催しました。当日は農業者や関係  

機関担当者ら約３０人の参加がありました。研修会前半では、海外での事例も含めた   

スマート農業の現状と展望についての講義、後半では、手持ちの携帯端末でほ場管理を  

行えるシステムの演習が行われました。参加者からは、航空写真からほ場を登録できる  

ため、「視覚的にわかりやすい」、「ぜひ導入を検討したい」との声が聞かれました。 

農業事務所では、今後も農業経営の大規模化等に対応して、スマート農業を活用した 

作業の効率化・省力化を支援していきます。 

 

                     

 
スマート農業の現状と展望についての講義 スマートフォンやタブレットなどを

実際に使用して体験 


